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1 Ｚサーバ・クライアント構成概要
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図 1 Ｚサーバ・クライアント構成概要

2 Ｚサーバ機能

2.1 サーバ側の処理フロー
2.2 機能構成

2.3 MARC変換処理(KEIO MARC -> MARC21)仕様
2.4 文字コード対応処理

2.4.1 ポート番号による文字コード識別

· ＺクライアントによるTCP/IP の下記特定ポートに対する接続によってTCP/IP Service for OpenVMS のInetdの定義に従ってNETWORKプロセスが作成され、Ｚサーバプロセス用のＤＣＬコマンドプロシージャが起動される。

· このコマンドプロシージャでは、クライアントの接続先ポート番号を獲得し、予め定義されているポート番号と文字コードをシステム論理名テーブルから得てＺサーバのデータエンコード/デコード用のクライアント指定文字コードとする。

慶應大学のＺサーバのポート番号と文字コードの対応

TCP/IP ポート番号
クライアント指定文字コード

210
EUC

9900
UTF8

9901
SJIS

9902
EACC

9903
JIS

2.4.2 文字コード変換処理

Ｚサーバの処理系の内部コードおよびデータベースの文字コードはEUCであり、受信時にクライアント指定文字コードからEUCへの文字コード変換が、送信時にEUCからクライアント指定文字コードへの文字コード変換が必要である。

· 受信データ

受信データ APDU でOCTET STRING ( SEARCH request のQUERY term ) について、クライアント指定文字コードからEUCコードへ変換されるよう

Ｚサーバ共通モジュールに変更を加えた。

· 送信データ

慶應大学のＺサーバが提供しているPreferredRecordSyntaxは、MARC21とSUTRS だが、各々についてＺサーバＤＢ(CALIS)固有モジュールに対応処理

を追加した。

· MARC21

MARC21 のData を作成する際、タグ単位にEUCからクライアント指定文字コードへ変換する処理を追加した。変換後のデータ長にもとずきMARC21 Directory のタグ単位のlength とoffset 、Leader のrecord length を計算するように変更した。

ＺサーバＤＢ固有モジュールからＺサーバ共通モジュールへの送信データの受け渡しは、PRESENTデータ長がプロセスリソースによる制限を受けないようにデータベース（DSM）を経由して処理している。ＤＢに格納可能な最大文字長が512バイトであるため、その単位で文字列を抽出しなければならない。

· SUTRS

SUTRS の１行は、最大でも７２バイトでなければならない。そのため、クライアント指定コードへ変換した後72バイト以内になるように文字単位（バイト単位ではない）で抽出するように変更した。

     MARC21、SUTRS で利用した文字コード変換用の関数については3.3.2

 REF _Ref536257264 \h 
文字処理関数を参照のこと。

3 Zクライアント機能
3.1 処理フロー

3.1.1   検索からデータ一覧　処理フロー
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図 2 検索からデータ一覧　処理フロー
3.1.2 データ一覧からデータ詳細　処理フロー
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図 3 データ一覧からデータ詳細　処理フロー
Checker プロセス Association 開放　自動起動　処理フロー
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図 4 Checker プロセス Association 開放　自動起動　処理フロー
3.1.3 Ｚ3950 Gateway アプリケーション画面遷移


[image: image5.wmf]Ｄ

Ｂ

選

択

・

検

索

条

件

入

力

[

S

e

a

r

c

h

_

M

e

n

u

]

検

索

結

果

一

覧

[

R

e

s

u

l

t

_

L

i

s

t

]

デ

ー

タ

一

覧

[

J

a

p

a

n

e

s

e

]

[

D

a

t

a

_

L

i

s

t

]

デ

ー

タ

詳

細

[

T

E

X

T

/

J

a

p

a

n

e

s

e

]

[

D

e

t

a

i

l

_

L

i

s

t

]

デ

ー

タ

詳

細

[

M

A

R

C

]

[

D

e

t

a

i

l

_

L

i

s

t

]

デ

ー

タ

詳

細

[

T

E

X

T

/

E

n

g

l

i

s

h

]

[

D

e

t

a

i

l

_

L

i

s

t

]

デ

ー

タ

一

覧

[

E

n

g

l

i

s

h

]

[

D

a

t

a

_

L

i

s

t

]

検

索

履

歴

[

Ｓ

ｅ

ａ

ｒ

ｃ

ｈ

_

H

i

s

t

o

r

y

]

開

始

表

示

単

位

I

D

に

よ

っ

て

表

示

Ｄ

Ｂ

が

異

な

り

、

文

字

コ

ー

ド

が

異

な

る

P

R

E

V

/

N

E

X

T

P

R

E

V

/

N

E

X

T

P

R

E

V

/

N

E

X

T

P

R

E

V

/

N

E

X

T

P

R

E

V

/

N

E

X

T

M

A

R

C

/

T

E

X

T

M

A

R

C

/

T

E

X

T


図 5 Ｚ3950 Gateway アプリケーション画面遷移

3.2 機能構成
· Ｚ　Ｇateway Weblink 

アプリケーション
http でブラウザと接続するユーザ向けＷｅｂアプリケーション。

· Ｚ　Ｇateway Client 

State-less　なhttp で接続するブラウザ->Weblinkアプリケーションと、ＺサーバのＳtate-aware な接続を仲介するZサーバＤＢ毎に起動され、複数ユーザからの要求に

答えるClientプロセス。

· Ｚ Checker 

ZAssociation確立後の経過時間により開放指示および自動起動ＤＢＧＷのプロセス起動を行う監視プロセス。
· システム管理

Gateway weblink/client 設定、ZサーバＤＢ設定を行う。

3.2.1 ＺＧateway Weblink アプリケーション　機能概要

http でブラウザと接続するユーザ向けＷｅｂアプリケーション。

機能

概要

初期化
検索ＤＢセット選択・ブラウザ文字コード選択
MGWAPP変数によって検索対象ＤＢのセットの選択とブラウザ表示文字コードを指定する。（注：MGWAPP変数は、本来Weblink が起動するアプリケーションプログラムを識別するための変数。）


ハンドル獲得
セッション識別のためのクライアントハンドル獲得する。


現在検索可能ＤＢリスト作成
検索対象ＤＢセットで（固定起動の場合）Ｚ Ｇateway Client プロセスの有無とユーザアクセス許可より現在アクセス可能なＤＢリスト作成し、クライアントに応答する。　

検索ＤＢ選択・検索条件入力
検索ＤＢリスト・QUERY入力
複数のZサーバＤＢを指定し、検索語と演算子を指定する。

SEARCH要求
検索式内部コード変換
検索式をブラウザ表示文字コード(Shift-jis,UTF-8,EUC)から内部コード(EUC)に変換する。


ＤＢ毎検索式作成
入力された検索語・演算子とZサーバＤＢ毎のＢＩＢ－１属性よりＤＢ毎の検索式（逆ポーランド）を作成する。


SEARCH要求キューイング
検索式を要求キューにキューイングしQID(Query-id)を獲得、ＺサーバＤＢ毎にRID(Result-id)を確保する。


Ｃｌｉｅｎｔプロセス割り当て
各ＤＢの担当ユーザ最大数およびnamed result set有無によりZ Gateway Client プロセスをQIDに対して割り当てし、プロセスをWakeUpする。

（注：named result set有りの場合は、同一Z reference-idでreseult set name を変えることで制限なしにユーザからの要求をサポートできるが、無しの場合Z reference-idで区別するためＺ３９５０ Client Api の制限３２が最大となる。）

SEARCH応答
SEARCH処理ステータス獲得
各ＺサーバＤＢ毎の処理ステータスとヒット件数を要求キューより得て、クライアントに応答する。

（注：全てのＺサーバＤＢのSEARCH完了を待たず、各ＤＢその時点でのステータスを返す。）

機能

概要

検索結果一覧（検索中/

検索完了）
PRESENT ＤＢ・出力件数入力
１つのZサーバＤＢを指定し、出力件数、表示方法を指定する。

（注：表示方法のラジオボタンは、ＤＢのPrefrecsyn がMARC21の場合に表示される。一覧、TEXT詳細表示の表示が変わる。Japanese/English ）


SEARCH処理ステータス確認
検索中のＺサーバＤＢがある場合、再度各ＺサーバＤＢ毎の処理ステータスとヒット件数を得る更新ボタン。

PRESENT要求
PRESENT要求キューイング
要求レコード出力範囲のデータが既にPRESENT 未完で結果レコードに存在しなければ（レコード取得中からの確認）、PRESENT要求を要求キューにキューイングする。


Client プロセス割り当て
前回検索を行った（QID）、Z Gateway Client プロセスを割り当てし、WakeUpする。存在しない場合は、同一ＤＢの別Z Gateway Client プロセスを割り当てる。

（注：その場合そのプロセスは、再度SEARCHを行い、その後PRESENTを行うことになる。）

データ一覧作成
MARC21 CharCode対応
ZサーバDBのPrefrecsyn がMARC21で、ＤＢ毎の属性Leader CharCode対応有りの場合、データ(MARC21)のLeaderCharCodeが”a”ならDB属性の値によらずコードをUTF8とする。


データ一覧作成
指定された表示方法(Japanese,English)により、レコード出力範囲のMARC21データから対象タグ/データを抽出。データ文字コードからブラウザ表示文字コード変換。文「TEXＴ一覧表示項目登録」に指定された区切り文字を含んだ形式に編集しクライアントに応答する。

(注：Japanese は、880のLinkageのタグによるデータを優先、Englishは、880へのLinkage情報と、880タグを除く。)

データ一覧
PREV/NEXT ページ移動
１件目からヒット件数までの間でのデータ一覧を行うため、要求レコード出力範囲を変更し、PRESENT要求する。


TEXT/MARC詳細表示
データ一覧にある特定レコードNOを指定して、TEXT詳細表示(検索結果一覧で指定した表示方法によるJapanese/English)またはMARC詳細表示を要求する。

データ詳細作成
MARC21 CharCode対応
同上


データ詳細作成
指定された表示方法(Japanese,English)により、出力レコードNOのMARC21データから対象タグ/データを抽出。データ文字コードからブラウザ表示文字コード変換。文「TEXＴ一覧表示項目登録」に指定された区切り文字を含んだ形式に編集しクライアントに応答する。

(注：Japanese は、880のLinkageのタグによるデータを優先、Englishは、880へのLinkage情報と、880タグを除く。)

データ詳細
PREV/NEXT 移動
現在のレコードNOの前、後ろのレコードNOについて、現在の詳細方法（TEXT,MARC）で要求する。


TEXT/MARC詳細表示
現在のレコードNOについて、現在の詳細方法（TEXT,MARC）以外のTEXT詳細表示(検索結果一覧で指定した表示方法によるJapanese/English)またはMARC詳細表示を要求する。

HISTORY表示
履歴SEARCH処理ステータス獲得
接続ハンドルで行った検索の履歴各々について各ＺサーバＤＢ毎の処理ステータスまたはヒット件数を得て、クライアントに応答する。　

※これ以外に、Z SUTRS、及びNII-CATP に関する機能があるが省略する。

3.2.2 ＺＧateway Client 機能概要

State-less　なhttp で接続するブラウザ->Weblinkアプリケーションと、ＺサーバのＳtate-aware な接続を仲介するZサーバＤＢ毎に起動され、複数ユーザからの要求に

答える。

機能

概要

Z-association/全体管理
Z3950 Client APIパラメータファイル設定
パラメータファイル（ＺサーバのIPアドレス・ホスト名）に、各サーバＤＢ毎ターゲット設定情報の属性 prefrecordsyn を書き込み作成する。


ハイバネート
要求キューにSEARCH要求や、割り当てられたPRESENT要求が無い場合HIBERしする。（注：Ｗakeupは、Zgateway　Weblink または、Ｚ　Checker、停止指示による。）


自動起動プロセス停止
Z Checker の指示により行ったアソシエーション開放回数がターゲット設定情報の属性の自動ＧＷプロセス停止トライと等しくなるとプロセス停止を行う。


タイマーassociation 開放
Ｚ Checkerのアソシエーション開放指示により、　アソシエーション開放回数を＋１、全アソシエーションのclose をz3950 client api close call により行う。Ｇatewayプロセス情報に保持している担当クライアントハンドル、reference-id、処理済み/中のQIDを削除する。


システム停止/ＤＢ毎停止
システム停止、ＺサーバＤＢ毎停止指示により、アソシエーション開放を行いプロセス停止する。


クライアント担当数管理
INIT/SEARCHの時点で要求クライアントハンドルをGatewayプロセス情報に保存、担当クライアント総数を加算する。（注：プロセス割り当ての際、Z Gateway Client の担当最大クライアント数の制限に利用する。）


reference-id管理
z3950 client API の制限　reference-id 32 を超えないように、担当クライアント総数(＝reference-id総数、named result set support 無しの場合)でプロセス割り当てを制御する。

INIT
ｒeference-id決定
複数ユーザクライアント要求対応のために、ターゲット設定情報のnamed result set サポート有無によりreference-idを決定。（注：有：Ｚgateway Client Pid＝>複数ユーザの区別はresult set name、無：クライアントハンドル=>複数ユーザの区別はreference-id）


z3950 init 処理
このreference-id についてINIT処理を行っていなければ、reference-id、ターゲット設定情報（IP Address、port、username、passwordなど）でz3950 client API のinit call。


named result set 情報更新
ターゲット設定情報の値がinit の戻り値(named result set support =y/n) と異なる場合、ターゲット設定情報の値を戻り値で自動更新する。


result set name 決定
named result set supprt 有ならQUERY-ID、無なら’default’ と決定。

SEARCH
QUERY文コード変換
QUERYをEUC からターゲット設定情報の文字コードにコード変換する。


z3950 search 処理
reference-id, result set name, QUERY文、ターゲット設定情報（dbname）でz3950 client API のsearch call。


コマンド結果更新
戻り値　resultcount、ステータス、エラーメッセージを結果レコードに保存し、要求キューのステータスを変更、最終処理時刻をログする。（注：正常終了した場合は、resultcountを数値化している。文字０の代りにnullの場合や件数の後に文字が含まれていることがある。）

機能

概要

PRESENT
z3950 present 処理
reference-id, result set name, 出力範囲でz3950 client API のpresent call。


再SEARCH/PRESENT 機能
Z Checker の指示によりアソシエーション開放済みの場合(reference-id 未登録)、QIDより、INIT を行い、要求キューからQUERYを得てSEARCHを行い、PRESENTを行う。


コマンド結果更新
戻り値　record、ステータス、エラーメッセージを結果レコードに保存し、要求キューのステータスを変更し最終処理時刻をログする。

エラー処理
再アソシエーション
Z3950 Client API SEARCH/PRESENT が失敗した場合、CLOSE(Socket 断)を行い、アソシエーション開放を行い、再度INITを行う。

※これ以外にNII-CATP に関する機能があるが省略する。

3.2.3 ＺChecker 機能概要
ZAssociation確立後の経過時間により開放指示および自動起動ＤＢＧＷプロセス起動を行う。

機能
概要

Association開放指示
各Ｚgateway Client プロセスの最終処理時刻から現時刻までの経過時間がアソシエーション開放間隔を超えているかチェックし、Gatewayプロセス情報にアソシエーション開放指示を登録し、Zgateway Client をWakeUpする。

自動起動ＤＢＧＷプロセス起動
自動起動YesのＺサーバ各ＤＢについて、定期的に現在登録されている要求数（＞０）を得て（その値と各ＤＢの最大プロセス数のどちらか小さい数だけ）Zgateway Client プロセスを起動する。（注：各ＤＢで起動したプロセス数の合計が、現在自動起動Gatewayプロセス最大値を超えない範囲で起動可）

ログ・検索・受信ファイルクリア
毎日ログクリア時刻になると、一定の保存期間（日）を残し、それ以前のオンラインログ、要求キュー、結果レコードなどを削除する。

3.2.4 システム管理

Gateway weblink/client 設定、ZサーバＤＢ設定を行う。

機能
概要

ゲートウェイ開始・停止
Ｚgateway Client プロセス、Z Checkerプロセスの起動を行う、または停止を行う。

ゲートウェイ設定
Zgateway Client プロセス、Z Checkerプロセス、Zgateway Weblink が共通に利用するパラメータを管理する。

DB登録
ＺサーバＤＢ毎に管理されるＤＢ情報を管理する。

検索キー登録
Zgateway Weblink アプリケーション検索画面で、リストボックスでフィールド名として選択可能な仮の表示名を登録する。

（複数のＤＢで共通）

BIB-1属性登録
ＺサーバＤＢ毎に検索キー（表示名）と実際のBIB-1属性を関係付けて登録する。

TEXT一覧表示項目登録
ＺサーバＤＢ毎に一覧表示で、表示される項目（区切り文字、MARCタグ番号）を登録する。

TEXT詳細表示項目登録
ＺサーバＤＢ毎にTEXT詳細表示で、表示される項目（見出し文字、MARCタグ番号）を登録する。

DB表示単位登録
ＤＢ表示単位IDでSEARCH/PRESENT を行うＺサーバのＤＢ(複数)とWEB表示文字コードを登録する。（注：表示単位IDは、URLで指定するMGWAPP変数の値）

※これ以外に、Z SUTRS、及びNII-CATP に関する機能があるが省略する。

3.3 文字コード対応処理

3.3.1 文字コード変換
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図 6 文字コード変換

Zgateway weblink や Zgateway Client の内部処理・データベースコードは、EUC でありＺサーバ・ブラウザからの受信データの文字編集を行うために

後述の文字処理関数を用意して対応した。実際にこの文字処理関数を利用しているのは次の３箇所である。

· ブラウザからの検索条件受信時

入力されたキーワードをブラウザコード（EUC,SJIS,UTF8）から内部コードEUC へいったん変換している。現在、ブラウザで入力されたUTF8(多言語)で、直接ＺサーバへSEARCH要求する機能は提供していない。

· ＺサーバへのSEARCH 要求送信時

各Ｚサーバ用のQUERY(内部コードEUC)をＺサーバの文字コード(JIS7,SJIS,EACC,UTF8)に変換
し、Z3950 Client API を呼ぶ。

· PRESENT データのブラウザへの出力時

Zgateway Client は、各Ｚサーバから受信したPRESENT レコード(MARC21,SUTRS)を、文字変換・編集処理を行わずそのままデータベースに格納する。

PRESENT レコードがMARC21 の場合、Ｚgateway Weblink アプリケーションは、Directory 情報のlength、offset よりバイナリデータとしてタグ毎にデータを切り出す。

このMARC21 からのデータ抽出処理では、MARC21 Leader CharacterCode 対応としてCharacterCodeが"a"の場合、定義されているＤＢ毎のZサーバコードによらずUTF8として以降のコード変換を行う。例えば、Ｚサーバ定義ではEUCとされており通常は日本語データをEUCで送信しているが、多言語データについてはCharacterCode "a"を指定してUTF8で送信するＺサーバに対応した。

また、逆にCharacterCodeが" "の場合、MARC8(日本語はEACC)としてコード変換しなければならないが、各ＤＢ登録のMARC21 LeaderCharacterCode対応を０（無効）とすることで、DB登録のコード（EUC,JIS7,SJIS など）を有効としている。

ＺサーバＤＢ毎に登録されている一覧表示・詳細表示(TEXT)やMARC詳細表示の形式に合わせて、PRESENT レコードについてはＺサーバコードからブラウザ文字コードへ直接変換、見出し文字等については内部コード(EUC)からブラウザ文字コードへ変換し編集してブラウザに返信する。

3.3.2 文字処理関数

Zgateway weblink と Zgateway Client は、（日本語を含む）文字処理を得意とするDSM（M言語）で記述されているが、内部コードがEUＣである

ためそのままの機能ではUTF8など他コードの文字編集が困難である。


そのため以下のようなＭ言語レベルで利用する文字コード変換および編集用関数を用意した。


内容

コード変換後の長さ
入力文字列に対する指定文字セットへの変換後文字列の長さ（バイト)を得る。



変換付文字列抽出
EUC,SJIS,JIS,UTF8,EACC,UCSコード間で最大抽出バイト長に収まる文字列（バイト単位ではなく文字単位）を返す。

内部的には、入力文字列の文字セットと出力文字列の文字セットにより以下の個別関数を呼び出す。

汎用変換付文字列抽出
EUC,SJIS,JIS,UTF8,UCSコード間の文字変換付文字列抽出を行う。

この関数の内部コードはUCS(UTF8)であり、UCSを経由して出力文字列文字セットへ変換する。

UTF8-EACC用

変換付文字列抽出
UTF8,EACCコード間の文字変換付文字列抽出を行う。

EACC-EUC用

変換付文字列抽出
EUC,EACCコード間の文字変換付文字列抽出を行う。

早稲田EUC->EACC用変換
入力文字列（EUC）をEACC16進数コードに変換し返す。（早稲田特殊処理参照のこと。）



文字処理関数で行っている Zサーバ文字コード から ブラウザ文字コード への変換方法

Ｚサーバ文字コード
ブラウザ文字コード


EUC
SJIS
UTF8

EUC
無変換(*3)
EUC->JIS7->UTF8->SJIS(*2)
EUC->JIS7->UTF8

JIS7
JIS7->UTF8->JIS7->EUC (*2)
JIS7->UTF8->SJIS
JIS7->UTF8

SJIS
SJIS->UTF8->JIS7->EUC (*1)
SJIS->UTF8->SJIS
SJIS->UTF8

EACC
EACC->EUC(*1)
EACC->UTF8(*1)->SJIS
EACC->UTF8(*1)

UTF8
UTF8->JIS7->EUC
UTF8->SJIS
UTF8->UTF8


    ＊１： EACC<->EUC 間、EACC<->UTF8 間はデータベース上に対応テーブルを参照して変換している。（EACC用変換付文字列抽出）

    ＊２： EUCのデータはいったんJIS7とUTF8 を経て他のコードに変換される。（汎用変換付文字列抽出）

    ＊３： EUCコード間は無変換だが、他の同一コード間は処理系のコードがEUCなのでそのまま処理できない。UTF8、SJISについては、編集時に

変換付文字処理関数を利用している。（汎用変換付文字列抽出）
3.3.3 早稲田特殊処理

早稲田EUC->EACC用変換は、Ｚサーバ 早稲田大学INNOPAC に対するSEARCH 要求時のQUERYの文字コード変換を行うために利用している。

受信する日本語データについては、EACCとして日本語データの前にシフトコード(ESC $ 1 )が挿入され１文字あたり３バイトのコードになっているが、

その形式で日本語キーワードを変換してSEARCH 要求した場合、正しい検索結果を返さない。

日本語データについては、以下のようにEACC１６進コード２桁の文字として{ } で囲んだ形式に変換しSEARCH要求 している。

例）



日本語DATA/4
->
{214273}{214369}{21586C}DATA/4

3.4 システム管理設定方法
3.4.1 管理メニュー

Gateway weblink/client 設定、ZサーバＤＢ設定を行う管理メニューおよび、Zgateway Weblink アプリケーションへアクセスする。

[image: image7.emf]
3.4.2 ゲートウェイ開始・停止

Ｚgateway Client プロセス、Z Checkerプロセスの起動によりZサーバゲートウェイ機能の開始および停止を行う。
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3.4.3 ゲートウェイ設定
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Zgateway Client プロセス、Z Checkerプロセス、Zgateway Weblink が利用するパラメータを管理する。

項目名
内容

解放間隔(アソシエーション)
Gatewayプロセスの最終処理時刻からセッションを維持する時間（秒）。60~1800までの値。300（省略値）

解放・自動起動監視間隔
Checkerプロセスのが解放処理および自動起動監視を行う間隔（秒）。１~60までの値。3（省略値）

ログ・ディレクトリ
Gatewayプロセス、CheckerプロセスのJob ログファイルを作成するディレクトリを示す値。""（省略値）

ログ・保存期間
ｵﾝﾗｲﾝﾛｸﾞ・ｸﾗｲｱﾝﾄ要求・結果ﾌｧｲﾙなどグローバルの保存期間を示す値（日）。2~60までの値。７（省略値）

ログ・クリア開始時刻
ログ削除処理を行う時刻。00:00:00~23:59:59までの時刻かログクリア禁止を示す99:99:99。06:00:00（省略値）

ログイン・リトライ
クライアント接続競合でハンドル獲得に失敗した場合、何回リトライするか示す値。1~1000までの値。10（省略値）

SEARCH 監視間隔
SEARCH 応答を確認する間隔（秒）。0.1~10までの値

0.5（省略値）

SEARCH 監視リトライ
SEARCH 完了までSEARCH応答を最大何回行うか示す値。1~60までの値。15（省略値）

PRESENT 監視間隔
PRESENT 応答を確認する間隔（秒）。0.1~10までの値

0.5（省略値）

PRESENT 監視リトライ
PRESENT 完了までPRESENT応答を最大何回行うか示す値。1~60までの値。15（省略値）

自動ＧＷプロセス最大数
クライアント要求によりCheckerプロセスにより起動される自動起動GWプロセスの合計数。1~の値。5（省略値）

自動ＧＷプロセス停止リトライ
自動起動GWプロセスがアソシエーション解放を何回行うと停止するかを示す値。1~60の値。5（省略値）

クライアント・ロックタイムアウト
クライアントI/Fでのロック・タイムアウト値（秒）。1~60の値。3（省略値）

GＷプロセス・ロックタイムアウト
GWプロセスがロック・タイムアウト値（秒）。1~60の値。V2.0プログラムは参照していない。5（省略値）

GＷ・CHECKER異常終了時再起動
Gatewayプロセス、Checkerプロセスが異常終了した場合に自動再起動を行うかを示す値。

0：再起動しない、1：再起動する（省略値）

検索履歴出力行数
0は、履歴を出力しないの意味、１以上は１ページに出力する検索履歴行数を示す値。10(省略値)

検索履歴出DB数
1検索式あたりで出力する最大ターゲットＤＢ数。10（省略値）

所蔵情報出力件数
NII-CAT でBHOLD/SHOLD 情報を１ﾍﾟｰｼﾞに最大何件出力するかを示す値。10（省略値）

3.4.4 DB登録

ＺサーバＤＢ毎に管理されるＤＢ情報を管理する。

項目名
内容

[image: image12.emf]ＤＢ番号
ターゲットＤＢを識別するための通番(１以上)

ＤＢ名称
表示用の値

ＤＢ ID名
Z39.50 Client API のパラメータとしてのデータベース名

IPアドレス
Z39.50 Client API のパラメータとしてのIPアドレス

ポート番号
Z39.50 Client API のパラメータとしてのポート番号

210（省略値）

ユーザ名
Z39.59/CAT-P Client APIのパラメータとしてのユーザ名

パスワード
Z39.59/CAT-P Client APIのパラメータとしてのパスワード

Z39.50/CAT-P識別
ターゲットＤＢ向けプロトコルがZ39.50かCAT-Pを示す値

0：Z39.50（省略値）、1：CAT-P

Named Result Set サポート
ターゲットＤＢがNamed Result Set を提供しているか示す値

0：未提供、1：提供（省略値）

レコードタイプ
Z39.50 Prefrecsyn 値。

MARC21(USMARC)、SUTRS、OTHER のいずれかを選択。

※ Z39.50/CAT-P識別=1の場合はOTHER 固定となる。

特別レコード編集
PrefrecsynがSUTRS の場合の特別編集指定。

noneまたは　ﾌｨｰﾙﾄﾞ：形式  

起動方法
開始時に起動するか、クライアント要求時に自動的に起動されるかを示す値

0：固定起動―開始時（省略値）、1：自動起動―クライアント要求時

最大起動数
1（省略値）

クライアント数/１プロセス
１Gatewayプロセスあたりの最大担当クライアント数。

0：NRSS=1の場合無制限を意味する。NRSS=0の場合は32と同値（省略値）、>0：最大担当クライアント数

コード
ターゲットのエンコードを指定する。

EUC、EACC、JIS7、SJIS, UTF8、無変換のいずれかを指定。

MARC21

Leader　Character

Code 対応
Prefrecsyn がMARC21 の場合に、Leader のCharacter Codeの値によりMARC8(EACC)とUTF8 にコードを変更するかを決定する。

1:Leader Character Code　有効、0:無効　上記指定コード利用

ユーザ検索対象
アプリケーションからターゲットＤＢの指定が可能かを示す値。

0：可能（省略値）、1：禁止

3.4.5 検索キー登録

ゲートェイの検索画面で、リストボックスでフィールド名として選択可能な仮の表示名を以下の画面で登録する。この値は、複数のターゲットで共通。

[image: image13.emf]

BIB-1属性登録

ＺサーバDB毎に、「検索キー登録」に対応する実際のBIB1の属性（Use,Relation,Position,Structure,Truncation,Completeness） をリストボックスから属性値を選択し登録する。

検索画面では、ＺサーバＤＢ毎に入力されたキーワードに対して、各ＤＢ毎の表示フィールド名に対するBIB1属性値からＤＢ毎の検索式を作成し送信する。
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[image: image15.emf]
注：現在、ゲートウェイの検索条件入力画面のキーワード入力フィールドで、直接BIB1属性を入力する機能は提供していません。

（複数ＺサーバＤＢやNII-CATPへの横断検索が実行可能なため。）

3.4.6 TEXT一覧表示項目登録

ＺサーバＤＢ毎に一覧表示時に、表示される項目（区切り文字、MARCタグ番号）を登録する。


3.4.7 TEXT詳細表示項目登録

ＺサーバＤＢ毎にTEXT詳細表示時に、表示される項目（見出し文字、MARCタグ番号）を登録、修正、削除を行う。


3.4.8 DB表示単位登録
検索・照会を行うＺサーバＤＢ(複数)を、区別してアクセスするためのＤＢ表示単位IDを登録する。この表示単位IDは、URLで指定する変数の値となる。


項目名
内容

表示単位ID
表示単位ID変数(MGWAPP)に指定する値

説明
システム管理メニュー/アプリケーションのメニューに表示される名称。

エンコード
WEB表示文字コード

EUC ( euc-jp )

SJIS ( shift_jis )

UTF8 ( utf-8 )

ＤＢ番号リスト
検索画面に表示するDB番号リスト。

存在するＤＢ番号を表示順にカンマで区切り指定する。


































ＤＢ毎のチェックボックスをチェックしすると個別開始、個別停止。チェックしないと全開始・停止





例えばキーワードDNAで、Useが４(Title)のみ指定されており、他の属性が、0 No supportの場合「DNA/4 」となる。














タグ番号


テーブルに存在する３桁の数字をMARCタグ番号として認識し、該当データを表示する。繰り返しがある場合連続して出力。





区切り文字


記号をデータ間の区切り文字として扱う。直前のデータが存在しないなら表示されない。


※記号


!"#$%&'()*+,-./:;<=>?@[\]^_`{|}~





ペア区切り文字


以下の区切りでデータが囲まれている場合、


データが存在しないなら両方の区切り文字の表示を抑制される。


{　data　}


(　data  )


[  data  ]


--  data  --


<<  data  >>








見出し文字列


行頭のタグ番号までの連続する文字（空白も含む）を見出し文字列として扱う。  


見出し文字列に続くタグ番号のデータが無いならその行は出力されない。











タグ番号


テーブルに存在する３桁の数字をMARCタグ番号として認識し、該当データを表示する。繰り返しがある場合、改行して出力。


注：１行に１つのタグ番号のみ記述。








DB表示単位登録で登録した表示単位IDとその説明が組みで出力される。











例えばキーワードDNAで、Useが1018(Publisher)の場合、「DNA/1018/3/3/2// 」となる。











� EUCからUTF8やEACCなどへの変換後、実際のデータ長が長くなるため長さのチェックを厳密に行うようにした。


� 現状、内部コードがEUCであり、ログより受信したキーワードを参照する際の利便性からこのように処理になっている。多言語検索のニーズによっては、Ｚgateway Client で行っているQUERYコード変換を、検索キーワード・キーワード間演算子情報・ＺサーバＤＢ/検索フィールド毎のBIB-1情報からQUERYを作成する段階で変換を行い、Ｚサーバ毎のQUERYを作成することは可能だ。


� 早稲田大学のINNOPAC に対するSEARCH 要求時のQUERY 文字コード変換は、通常のEUC->EACC 変換ではなく個別に対応している。（早稲田特殊処理参照のこと。）


� EUC<->JIS、EUC<->SJIS の文字コード変換関数は標準で提供されているが、UTF8、EACC 用変換関数や編集用の関数がない。
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